
（仮称）津市久居ホール実施設計・管理運営
について検討を行いました。
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これまでの取組について

第４回建設検討委員会以降、設計者やアドバイ
ザーとこれまでの意見等に基づいて、施設の仕様
や舞台機構についての検討を重ね、事業費などの
精査を行いました。
その結果、（仮称）津市久居ホールに求められ
る仕様や機能等に対応できるよう次のとおり設計
者に設計案の変更を依頼しました。

第４回建設検討委員会からの変更点
について

今回は、第４回建設検討委員会後に検討を重ねた結果を報告するとともに、変更となった設計の内容につ

いて検討が行われました。会議では変更内容について「予算等の制約がある中で仕方がない変更だったかも

しれないが、これまでの過程で積み上げてきた趣旨が消えてしまうのでは」という意見がありましたので、

今回出された意見等を踏まえて、今後の方針を定めて、実施設計を進めていくことになります。

○車椅子席をホール内左右合計６台設置しました
（うち２台は仮設）。（２階車椅子席を廃止）
○多目的な利用ができるよう諸室の名称を変更し
ました。
【主な名称変更】
・練習室→ミュージックルーム
・創作工房→アトリエ
・市民活動室、体験交流室→カルチャールーム
・事務室→久居ホールサービスセンター
・支所サテライト→市民サービスコーナー など
○市民サービスセンター（支所サテライト）と
会議室の位置を変更しました。
○事業費の精査に伴いエレベーターを２基から
１基に減らしました。

変更点について、設計者から次のとおり説明が
行われ、実施設計に向けた設計案が示されました。

◎実施設計に向けた設計案について

ホール仕様や舞台機構等について、設計者か
ら設計提案があり、検討が行われました。主な
提案については次のとおり。

○舞台下に奈落が設置され、その空間に椅子等
を収納できるようにしました。

○客席前方の床は、舞台に転換できる機能を備
え、前舞台として利用でき、電動で昇降する
ようにしました。また、床が昇降することに
より舞台から客席中央通路まで同じ高さにな
ります。

○スタジオの上部に登れるように階段を加え、
ラウンジ的なスペースとして使えるように
しました。

○本緞帳バトン、美術バトン、第４サスペン
ションライト、バルコニーライトなどを追加
しました。

これらの変更点について、次のような意見が出
されました。

○車椅子席の１階への集約、市民サービスセン
ター（支所サテライト）と会議室の位置変更
等はこれまで検討されてきたことが踏まえら
れていないのでは。

○名称変更で逆に用途が限定的になってしまう
のでは。


